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け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
お
正
月
を
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

年
元
旦
は
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
、
新
潟
県
内
も

災
害
対
応
で
慌
た
だ
し
い
年
始

と
な
り
ま
し
た
。
復
旧
半
ば
の

９
月
に
は
豪
雨
災
害
も
あ
り
、

能
登
の
皆
さ
ん
の
心
身
の
疲
労

は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

地
震
や
豪
雨
―
。
災
害
は
何

時
、
ど
こ
で
起
き
る
の
か
を
知

る
こ
と
は
難
し
く
、
近
年
は
毎

年
の
よ
う
に
被
害
が
生
じ
て
い

ま
す
。
日
常
か
ら
の
備
え
が
重

要
で
す
。

越
大
震
災
か
ら
20
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
同
じ
年
の
７

月
に
は
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害

が
あ
り
ま
し
た
。
新
潟
県
統
計

年
鑑
を
見
る
と
、
２
０
０
４
年

か
ら
２
０
２
３
年
に
か
け
て
県

職
員
（
知
事
部
局
）
は
１
割
強

減
少
、
一
部
事
務
組
合
を
含
む

市
町
村
等
の
一
般
職
員
数
は
２

割
強
が
減
少
し
ま
し
た
。
職
場

で
は
通
常
業
務
で
も
恒
常
的
に

長
時
間
勤
務
を
強
い
ら
れ
る
状

況
も
あ
り
ま
す
が
、
自
治
体
だ

け
で
な
く
民
間
企
業
に
も
あ
て

は
ま
り
ま
す
。「
使
用
者
は
人

件
費
を
か
け
た
く
な

い
。
だ
か
ら
人
を
減

ら
す
。
非
正
規
労
働

者
を
雇
う
」の
で
す
。

日
常
の
仕
事
を
時
間

内
で
終
え
、
休
暇
も

取
得
で
き
る
職
場
体
制
の
も
と

で
、
災
害
時
に
あ
っ
て
は
「
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
」
と

い
う
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
、
必
要

な
人
員
と
処
遇
改
善
の
実
現
を

求
め
ま
し
ょ
う
。

闘
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本

格
的
な
交
渉
は
こ
れ
か
ら

と
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
定
期

昇
給
を
含
め
５
％
以
上
を
要
求

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
春
闘
の
結
果
、
連
合
集
計

と
人
勧
の
い
ず
れ
も
32
年
ぶ
り

の
賃
上
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、

自
治
労
の
公
共
民
間
単
組
、
全

国
一
般
単
組
で
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
要
求
し
、
交
渉
し
な
け
れ
ば

処
遇
改
善
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生

活
実
態
を
も
と
に
賃
金
改
善
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

月
に
は
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
一

つ
は
日
本
被
団
協
の
『
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
』
の
受
賞
。「
核
兵

器
廃
絶
と
世
界
平
和
」
の
実
現

を
訴
え
・
願
う
、
多
く
の
市
民

と
と
も
に
祝
福
と
感
謝
を
贈
り

ま
す
。
も
う
一
つ
は
柏
崎
刈
羽

原
発
の
再
稼
働
の
是
非
を
問
う

県
民
投
票
条
例
を
求
め
る
署
名

が
直
接
要
求
要
件
を
超
え
た
こ

と
で
す
。
今
後
の
県
議
会
の
対

応
を
注
視
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

50
回
衆
議
院
選
挙
で
、
与

党
を
過
半
数
割
れ
に
追
い

込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
本

会
議
場
の
景
色
が
変
わ
っ
た
」

と
県
内
選
出
の
議
員
も
述
べ
て

い
ま
す
。
自
民
・
公
明
与
党
が

大
多
数
を
占
め
た
国
会
で
は
、

十
分
な
議
論
や
修
正
も
無
く
採

決
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

し
た
が
、
今
後
は
そ
う
は
い
か

な
い
で
し
ょ
う
。
地
域
医
療
や

福
祉
な
ど
の
問
題
・
課
題
が
熟

議
さ
れ
、
政
策
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

議
院
選
挙
が
今
年
の
夏
に

迫
り
ま
し
た
。
衆
議
院
同

様
に
私
た
ち
の
声
を
も
と
に
、

国
会
で
よ
り
良
い
社
会
の
実
現

に
む
け
た
議
論
を
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
潟

県
選
挙
区
で
は「
打
越
さ
く
ら
」

さ
ん
、
全
国
比
例
は
「
岸
ま
き

こ
」
さ
ん
を
引
き
続
き
国
会
へ

送
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

し
い
年
。
課
題
は
多
く
あ

り
ま
す
が
、
変
え
よ
う
と

動
く
こ
と
で
し
か
変
革
は
実
現

し
ま
せ
ん
。
よ
り
良
い
社
会
を

創
る
た
め
に
一
歩
ず
つ
歩
み
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
組
合

員
と
ご
家
族
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
よ
い
一
年
と
な
る
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

⑴面　…… 新年のごあいさつ
　自治労新潟県本部　執行委員長　登 坂 崇 規

⑵・⑶面 … わが町自慢のカッコイイ&カワイイ

⑷・⑸面 … 新年特別企画
　　 打越さくらさん　岸まきこさんってどんな人？

⑹・⑺面 … こくみん共済COOP＜全労済＞
　　　　　 　自治労共済推進本部新潟県支部
　　　　　　備えて安心 じちろうの共済
　　　　　 まんが・イラスト大募集

⑻面　…… 懸賞クイズと書き初めコンクール
　　　　　　応募して豪華賞品を当てよう！

「南魚沼 春爛漫」
提 供：若 月 　 仁 さん

（県本部直属支部）

　「雪が消えれば　越路の春は　梅も桜も　

皆開く」という十日町小唄の一節が好きです。

厳しい冬を経て、競うように花々が一斉に咲

き始める。力強い生命の息吹を感じます。

「迎　新」：菅　井　松　雲 書

自治労新潟県本部
執行委員長

登　坂　崇　規

あ昨中

春12

第参新

変
革
の
年
に 

一
歩
ず
つ

　
よ
り
良
い
社
会
の
実
現
に
む
け
て
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あけまして　おめでとう　ございます
新

潟
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潟

市

職

労

青
山
　
政
幸

長

岡
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金
井
　
幸
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職

労

南
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哲

市
町
村
共
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労
組

岩
﨑
　
弥
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国
保
連
合
会
労
組

金
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邦
彦

土

改

連

労

組

渡
邊
　
貴
徳

太
陽
福
祉
会
労
組

佐
藤
　
大
介

直

属

支

部

加
藤
　
恵
子

中
東
福
祉
会
労
組

清

野
　

愛

五

泉

施
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労

組

齋
藤
　
賢
弥

中
東
福
祉
事
務
組
合
職
組

波
塚
　
隆
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ご
せ
ん
福
祉
会
労
組

伊
藤
　
良
治

阿
賀
町
社
協
労
組

杉
崎
　
伸
夫

村
上
市
社
協
労
組

貝
沼
　
伸
市

イ
ヨ
ボ
ヤ
公
社
労
組

渡
邉
　
朋
範

八

色

園

労

組

山
田
　
幸
子

か
し
わ
ざ
き
振
興
財
団
労
組

今
井
　
隆
浩

平

成

園

労

組

須
藤
　
敏
宏

全
国
一
般
新
潟
労
組

藤

沼
　

肇

公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
ユ
ニ
オ
ン

川

﨑
　

晃

南
魚
沼
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
公
社
労
組

山

﨑
　

剛

佐
渡
市
社
協
職
組

横
野
　
実
知
子

新
潟
県
厚
生
連
労
組

和
田
　
祐
輔

上
越
市
環
境
衛
生
公
社
職
組

大
野
　
俊
満

　日々の業務で多忙な１年を過ごされた方も多いので
はないでしょうか。今年の新年号では、各単組から集
まった気持ちを奮い立たせてくれる「カッコイイ」、「カ
ワイイ」場所・モノ・食べ物を紹介します！お近くを
通った際はぜひチェックしてみてください！

MEG CAFE 511
図書館？美術館？
ホントカ。!?

上杉謙信公銅像
　　　（春日山城跡）

やらにゃん

金
峯
神
社
の
花
手
水

クジラの地下道

いもり池

絵
本
と
つ
な
が
る
駅

【魚沼市公式キャラ】

うおぬまっち誕生

長
谷
寺
（
ち
ょ
う
こ
く
じ
）

の
ウ
サ
ギ
観
音

　みつけイングリッシュガーデン駐車
場敷地内のカフェ。一番人気メニュー
は見た目も可愛い「ティラミスの果実」
です。本格的な英国式庭園での時間と
共に日々の疲れを癒しましょう。

　ホントカ。は、図書館、郷土資料館
等がある地域の拠点施設です。
　南側の大きな窓からは信濃川、越後
三山が降雪のわずかな晴れ間に奇跡の
一枚を見せてくれるかもしれません。

　

戦
国
の
名
将
、
上
杉
謙
信
公
の
居
城
跡

と
し
て
日
本
百
名
城
に
も
数
え
ら
れ
て
い

る
春
日
山
城
。
そ
こ
に
堂
々
と
立
つ
謙
信

公
の
銅
像
は
、
い
つ
も
厳
し
い
表
情
で
上

越
市
の
景
色
を
見
据
え
て
い
ま
す
。　

額
の
「
や
」
と
耳
に
か
ぶ
っ
て
い
る
「
矢
」
印
形
の
帽

子
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
の
好
奇
心
旺
盛
な
10
歳
の
男
の

子
。
胎
内
市
観
光
大
使
と
し
て
胎
内
市
の
Ｐ
Ｒ
に
日
夜
取

り
組
ん
で
い
ま
す
！

　季節毎に彩り鮮やかな花に癒され
ます。インスタ映えスポットにも
なっているようです。（カラーなら
ではの写真でした※編集部）

　柏崎市鯨波の国道８号にある街のシ
ンボル「クジラの地下道」。2023年に
お色直しをして盛れてます♪潮吹きを
目撃した方は幸せになるかも！？幸運の
鯨に会いにきてください！

　日本百名山「妙高山」が水面に映る
美しい姿が眺められる妙高高原池の平
温泉の いもり池 です。
　水面に映り込む姿は「逆さ妙高」と
呼ばれ、おすすめの撮影ポイントです。

　

大
地
の
芸
術
祭
の
作
品
と
な
っ
て
い
る

駅
で
す
。
駅
の
近
く
に
は
か
わ
い
ら
し
い

絵
本
の
よ
う
な
「
か
ま
ぼ
こ
倉
庫
」
が
あ

り
旅
人
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　魚沼市自慢のカワイイ公式キャラク
ター「うおぬまっち」です。
　おっとりしていて、大人しい性格の
うおぬまっちは、稲穂をイメージした
髪飾りがとてもカワイイです！

　

ウ
サ
ギ
好
き
の
住
職
が
建
立
し
た
高
さ

６
ｍ
の
ウ
サ
ギ
観
音
。
夜
は
目
が
赤
く
光

り
ま
す
が
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
に
す
る
予
定

が
、
航
空
法
に
違
反
す
る
こ
と
が
判
明
し

泣
く
泣
く
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
た
と
い
う
裏
話
も

（
笑
）。

見附市役所職員労働組合 小千谷市職員労働組合

胎内市職員労働組合連合会

長岡市職員労働組合

柏崎市職員労働組合

妙高市役所職員労働組合

十
日
町
市
職
員
労
働
組
合
連
合
会

上
越
市
職
員
労
働
組
合

魚沼市職員労働組合
佐
渡
市
職
員
労
働
組
合

各
単
組
執
行
委
員
長
（
順
不
同
）

作
品
名
：K

iss &
 G

oodbye

作　

者
：
ジ
ミ
ー･

リ
ャ
オ

所　

在
：
土
市
駅

&

わが町自慢の
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あけまして　おめでとう　ございます

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年中は、温かく力強いご支援を頂きありがとう
ございました。
　改めて、この間のお力添えに心より感謝申し上げ
ます。
　昨年10月の解散・総選挙により国会の風景は大き
く変わりました。これまでの与党による「数の力に
ものを言わせた不誠実で乱暴な国会運営」は衆議院
では出来なくなりました。臨時国会は短期間でした
が、まもなく始まる通常国会では政府が提案する予
算案や法案に対し時間をかけてその不備や不十分さ
を追及し、真に必要で効果のある予算配分や法案の
成立をめざすとともに、私たちが求めてきた各種施
策の実現にむけ努力していきたいと思います。
　政治状況は大きく変化したとは言え、その変革は
まだ途上です。参議院では圧倒的少数野党という状
況は変わっておらず、名実ともに参議院を「熟議の
府」とするためにも７月の参議院選挙は極めて重要
です。組織内候補予定者・参議院議員「岸まきこ」
に対して、自治労に集う全ての仲間の皆さんが思い
と力を一つにしてこの取り組みにご結集頂くことを
心よりお願いし、年頭のご挨拶と致します。
　ともに頑張りましょう！

　明けましておめでとうございます。
　2024年は６月に改正地方自治法の成立を許してし
まいました。私は昨年の改正は地方自治にとって非
常に問題をはらんでおり、それを補う次期改正につ
なげるため、法案審査等の場で繰り返し問題提起を
続け、議事録に大臣や政府答弁を残すことに苦心惨
憺しました。私の一丁目一番地であり、地方自治こ
そが住民を守る最後の砦だと思っています。
　そして2025年、今夏は参議院議員選挙が行われま
す。政権交代のための第一歩として、立憲民主党の
議席拡大、私「岸まきこ」の２期目の議席獲得、「逆
転の夏を再び！」のため全力を尽くします。そのた
めに私自身、議員としての日頃の活動の一つひとつ
に気合いを入れて取り組む決意です。
　また、発災から１年が経過してもなお復旧復興が
ままならない能登半島地震、全国で頻発するさまざ
まな自然災害の被災地の皆さまに一日でも早い安寧
した生活を取り戻していただくため、被災地や応援
派遣で支援されている多くの自治労の仲間の皆さん
の声をしっかりと国政に届けてまいります。
　声を力に、一歩前へ。ともにがんばりましょう。

新
潟
県
議
会
議
員

樋
口
　
秀
敏

新
潟
県
議
会
議
員

牧
田
　
正
樹

新
潟
県
議
会
議
員

笠
原
　
晴
彦

柏
崎
市
議
会
議
員

佐
藤
　
正
典

新
発
田
市
議
会
議
員

小
坂
　
博
司

三
条
市
議
会
議
員

酒

井
　

健

長
岡
市
議
会
議
員

五
十
嵐
　
良
一

南
魚
沼
市
議
会
議
員

梅
沢
　
道
男

村
上
市
議
会
議
員

髙

田
　

晃

五
泉
市
議
会
議
員

佐
藤
　
良
徳

小
千
谷
市
議
会
議
員

駒
井
　
和
彦

上
越
市
議
会
議
員

山
本
　
佳
洋

佐
渡
市
議
会
議
員

坂
下
　
真
斗

新

潟

県

職

労

太
田
　
辰
雄

新

潟

市

職

労

青
山
　
政
幸

長

岡

市

職

労

近
藤
　
俊
樹

上

越

市

職

労

渡
邉
　
和
彰

三

条

市

労

連

皆
川
　
和
広

柏

崎

市

職

労

前
川
　
岳
士

新

発

田

市

職

労

遠
藤
　
木
綿
子

小

千

谷

市

職

労

荻
野
　
隆
太

加

茂

市

職

労

川
崎
　
裕
也

十

日

町

市

労

連

宮
内
　
崇
志

見

附

市

職

労

五
十
嵐
　
亘

村

上

市

職

志
田
　
俊
輔

燕

市

職

労

田
中
　
幹
也

糸

魚

川

市

職

労

作
本
　
雅
之

妙

高

市

職

労

堀
川
　
政
利

五

泉

市

職

労

松

村
　

徹

佐

渡

市

職

労

石
塚
　
忠
宏

阿

賀

野

市

職

労

川
上
　
慈
彰

魚

沼

市

職

労

諸
橋
　
穂
高

南

魚

沼

市

労

連

田

村
　

仁

胎

内

市

労

連

五
十
嵐
　
豊
和

聖

籠

町

職

山

崎
　

諭

阿

賀

町

職

労

廣
瀬
　
勝
直

弥

彦

村

職

小
林
　
祐
輔

田

上

町

職

馬
場
　
祐
輔

出

雲

崎

町

職

若
山
　
和
義

津

南

町

職

労

金
井
　
幸
喜

湯

沢

町

職

労

南

雲
　

哲

市
町
村
共
済
労
組

岩
﨑
　
弥
美

国
保
連
合
会
労
組

金
子
　
邦
彦

土

改

連

労

組

渡
邊
　
貴
徳

太
陽
福
祉
会
労
組

佐
藤
　
大
介

直

属

支

部

加
藤
　
恵
子

中
東
福
祉
会
労
組

清

野
　

愛

五

泉

施

設

労

組

齋
藤
　
賢
弥

中
東
福
祉
事
務
組
合
職
組

波
塚
　
隆
行

ご
せ
ん
福
祉
会
労
組

伊
藤
　
良
治

阿
賀
町
社
協
労
組

杉
崎
　
伸
夫

村
上
市
社
協
労
組

貝
沼
　
伸
市

イ
ヨ
ボ
ヤ
公
社
労
組

渡
邉
　
朋
範

八

色

園

労

組

山
田
　
幸
子

か
し
わ
ざ
き
振
興
財
団
労
組

今
井
　
隆
浩

平

成

園

労

組

須
藤
　
敏
宏

全
国
一
般
新
潟
労
組

藤

沼
　

肇

公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
ユ
ニ
オ
ン

川

﨑
　

晃

南
魚
沼
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
公
社
労
組

山

﨑
　

剛

佐
渡
市
社
協
職
組

横
野
　
実
知
子

新
潟
県
厚
生
連
労
組

和
田
　
祐
輔

上
越
市
環
境
衛
生
公
社
職
組

大
野
　
俊
満

参議院議員　鬼　木　まこと

７月の参議院選挙は
　　　　　　極めて重要

地方自治こそが
　住民を守る最後の砦

参議院議員　岸  まきこ

加
茂
山
公
園
　
リ
ス
園
の
シ
マ
リ
ス

い
ず
み
ち
ゃ
ん

糸魚川けんか祭り

浮き星

さくらんぼ

村上市ぶどうスキー場 　

加
茂
山
公
園
リ
ス
園
の

シ
マ
リ
ス
で
す
。
放
し
飼

い
で
餌
や
り
も
で
き
る
の

で
、
そ
の
愛
く
る
し
さ
に

癒
さ
れ
る
こ
と
間
違
い
無

し
で
す
。
冬
期
は
休
業
中

な
の
で
、
来
春
以
降
ぜ
ひ

会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
！

　

五
泉
市
の
「
清
ら
か
な
水
」「
澄
ん
だ
空
気
」
か
ら
生
ま
れ

た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
五
泉
市
の
頭
文
字「
ご
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
髪
飾
り
を
つ
け

た
女
の
子
で
す
。

　神輿を担ぎながら境内の周りを全力
で走り、神輿を激しくぶつけもみ合う
様子は、とても迫力があり、カッコイ
イです！糸魚川市に来たらぜひ見に来
てほしい祭りです！（毎年、４月10
日に開催）

　見た目は、コンペイトウにそっくり
のお菓子。いろいろな味があり、アイ
スなどにトッピングするのもおすすめ
です。パッケージ（缶入りも有）もカ
ワイイ！

　聖籠町の「さくらんぼ」は栽培面積、
収穫量ともに新潟県一を誇る特産品と
なっています。砂丘地で育てられた甘
いさくらんぼをぜひご賞味ください。
旬は６月頃です。

　36 年の間、地域に愛されてきた「村
上市ぶどうスキー場」が今シーズンの
営業をもって終了します。
　皆さんのカッコイイ滑りで最後を
飾ってもらいたいので、ラストランに
ぜひお越しください。

加茂市役所職員労働組合

五
泉
市
職
員
労
働
組
合

糸魚川市職員労働組合

新潟市職員労働組合連合会聖籠町職員組合

村上市職員組合

自
治
体
議
員
連
合
（
順
不
同
）

出典：糸魚川市ホームページ
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打越さくらさん
岸　まきこさん　ってどんな人？新年特別企画 関川貴大

県本部青年部長

参議院議員のお二人にインタビュー参議院議員

岸　ま き こ さん
参議院議員

打 越 さくら さん
関
川
　
政
治
の
道
を
志
し
た

キ
ッ
カ
ケ
を
教
え
て
下
さ
い
。

打
越

　
私
は
弁
護
士
と
し
て
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
虐
待
を
受
け
た

子
ど
も
た
ち
の
救
済
に
取
り
組

み
、
多
く
の
人
に
出
会
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
依
頼
者
の
皆

さ
ん
が
抱
え
る
問
題
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
要
因
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
、
問
題
の
根

参議院議員 打越さくら

　2019年７月より新潟選挙区の参議院議員と
して活動している打越さんの出身は北海道。
2000年弁護士登録、ＤＶ被害者や虐待を受け
た子どもたちの救済に取り組むほか、医学部
入試における女性差別対策弁護団、夫婦別姓
訴訟弁護団に加わった（現在は新潟県弁護士
会所属）。国会での所属は法務委員会、拉致
特別委員会、憲法調査会。夫と息子の三人家
族で好きな食べ物は「塩むすび」だ。

底
で
あ
る
社
会
自
体
を
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
想
い

が
深
く
な
り
ま
し
た
。
個
人
を

尊
重
し
、
弱
い
立
場
の
人
た
ち

が
苦
し
ま
な
い
よ
う
に
支
援
す

る
こ
と
が
、
政
治
の
重
要
な
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
川
　
参
議
院
選
挙
に
む
け
た

決
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

打
越

　
10
月
の
衆
議
院
選
挙
で

の
支
援
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
国
会
の
景

色
が
変
わ
り
ま
し
た
。
今
回
の

結
果
を
受
け
て
、
自
民
党
は
来

年
の
参
議
院
選
挙
で
は
本
気
に

な
っ
て
挑
ん
で
き
ま
す
。
で
す

が
、
絶
対
に
負
け
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

　
私
は
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
国
会

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
世

間
で
は
、
障
が
い
や
支
援
を
必

要
と
す
る
方
に
対
し
て
「
安
楽

死
」
を
求
め
る
声
な
ど
が
聞
か

れ
ま
す
が
、
断
じ
て
許
す
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
支
援
を
必

要
と
さ
れ
る
方
に
対
し
て
医

療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の
現
場

を
通
じ
支
え
て
い
く
の
が
社
会

の
あ
り
方
で
す
。
し
か
し
、
現

場
で
働
く
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
職
員
は
減
っ
て
お

り
、
処
遇
改
善
も
必
要
。「
ウ

ラ
金
政
治
」
で
は
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
人
た
ち
は

救
え
な
い
。
私
は
「
支
え
ら
れ

る
人
」「
支
え
る
人
」
両
方
を

支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
受
給
者
の

乗
用
車
利
用
の
許
可
や
選
択
的

夫
婦
別
姓
の
導
入
に
つ
い
て
も

国
会
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
に
与

え
ら
れ
た
１
議
席
を
何
と
し
て

も
守
り
抜
い
て
い
く
の
で
、
皆

さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
い
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
最
近

の
活
動
、
国
会
質
問
な
ど
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
下
記
の
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
お
二
人
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
真
剣
さ
が
伝
わ
る
も

の
か
ら
、
時
に
は
「
マ
イ
ブ
ー

ム
」
な
ど
、
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ

が
日
々
届
き
ま
す
。
岸
さ
ん
と
打

越
さ
ん
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

会場があふれるほどの参加者となった講演会で
決意を表明する打越さん（12月１日・新潟市）

打越さくら
さん

岸まきこ
さん

退
職
者
会
新
年
あ
い
さ
つ

耳より
情報

お
二
人
の
活
動
を

も
っ
と
知
り
た
い
と
き
は
？

①岸さんは、災害など自分たちも苦しいときでも
住民のために頑張り自分のことは二の次、三の次
になりがちな自治体職員の皆さんのことが、よー
くわかっている。支えられる人にだけでなく支え
る人のことも忘れない。自治体職員に無理を重ね
させては、公共サービスは持続可能できないと説
得力をもって伝え続けている。素晴らしいです。
　入管法改正案や難民保護法案など、人権遵守を
基調とした法案を会派でまとめられたのは、岸さ

んの調整能力があればこそ。尊敬しています。
②「こんな理不尽な法制度は許し難い」などの怒り
のポイントが岸さんとは一致していて心強いです。
　先日参議院本会議で私が登壇して「憲法にのっ
とって個人の尊厳に立脚した法制度に！」と呼び
かけると、カチンときた自民党議員からヤジが沸
きましたが、その時に岸さんが大きな励ましの声
をかぶせてくれました。議場でのリアルな仲間同
士の応援で乗り切れます。本当にありがとう！

お互いの印象を聞いてみました
②印象に残っているエピソード 打

越
さ
ん
か
ら
岸
さ
ん
へ

「誰ひとり
　　取り残さない
　　　　　　社会へ」

SNSで話題！
打越さくら今日の一句

（480日目の句をご紹介いただきました）

「
異
端
児
」が

総
裁
に
な
り
ゃ

「
模
範
生
」

その心は
　国民にとっては模範ではないですが。
「本会議は一方通行。予算委員会をして
判断の材料を与えるのは、政府の責任」
２週間前はこう言えた石破氏が総裁にな
ると、ころっと。
　「異端児」として人気が高かったのに、
自民党の言いなりへ。

参
議
院
本
会
議
で
会
派
を
代
表

し
て
質
問
を
行
う
打
越
さ
ん

（
12
月
４
日
） 

●●党の中の模範生に
なっちゃったと！
カ、カッコイイ！
他の句もぜひチェック！

ことはあっても、どんな人で、どんな取
り組みをしているのか知らない方も多い
のでは。今回は参議院議員のお二人から
国政での活動・人柄をインタビュー形式
でお伝えします。

参
議
院
議
員
　新
潟
選
挙
区

打
　
越
　
さ
く
ら
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打越さくらさん
岸　まきこさん　ってどんな人？新年特別企画 関川貴大

県本部青年部長

参議院議員のお二人にインタビュー参議院議員

岸　ま き こ さん
参議院議員

打 越 さくら さん
関
川
　
昨
年
（
２
０
２
４
年
）

は
ど
ん
な
年
で
し
た
か
？

岸
　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、

や
っ
ぱ
り
地
方
自
治
法
の
改
正

で
す
ね
。
結
果
と
し
て
改
正
案

は
通
さ
れ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、

自治労組織内議員 岸まきこ

　打越さんと同じく北海道出身の岸ま
きこさん。1994年、旧栗沢町役場に入
職（現岩見沢市）。合併問題を業務で
担当し、自治労北海道本部・中央本部
での活動を経て、2019年の参院選では
比例代表で初当選。国会での所属は総
務委員会、決算委員会、地方創生・デ
ジタル社会の形成等に関する特別委員
会。ソフトボール型メッセージカード
の取り組みが行われているが、中学校・
高校とソフトボール部に所属していた
ことが由来。好きな言葉は「やる気・
本気・根気」だ。

参
議
院
本
会
議
や
委
員
会
で
何

度
も
質
問
の
機
会
を
い
た
だ
け

た
の
で
、
私
の
質
疑
と
そ
れ
に

対
す
る
大
臣
や
政
府
答
弁
は
議

事
録
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
法
案
審
議
に
入
る

前
か
ら
も
機
会
を
捉
え
、
繰
り

返
し
問
題
提
起
を
続
け
て
い
ま

し
た
。

　
私
は
、
地
方
自
治
を
ず
っ
と

大
事
に
し
続
け
て
い
き
た
い
と

　
国
会
の
中
で
使
用
し
て
い
る
こ
の
バ
ッ

ク
は
、
書
類
を
持
ち
運
ぶ
に
は
最
適
！

　
そ
し
て
、
老
若
男
女
・
与
野
党
を
問
わ

ず
「
ム
ー
ミ
ン
か
わ
い
い
で
す
ね
」
と
話

し
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ム
ー

ミ
ン
バ
ッ
グ
の
お
か
げ
で
対
話
の
き
っ
か

け
が
つ
く
れ
て
い
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
一
丁
目

一
番
地
で
す
。
地
方
自
治
こ
そ

が
住
民
を
守
る
最
後
の
砦
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

関
川
　
参
議
院
選
挙
に
む
け
た

決
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

岸
　
私
た
ち
の
仲
間
の
議
席
の

拡
大
と
、
私
、「
岸
ま
き
こ
」
も

２
期
目
の
議
席
を
得
る
の
が
今

年
の
一
番
の
目
標
で
す
。
今
夏

の
参
議
院
選
挙
で
「
岸
ま
き

こ
」「
打
越
さ
く
ら
」
の
当
選

と
、
２
０
２
８
年
に
「
鬼
木
ま

こ
と
」
さ
ん
が
迎
え
る
２
期
目

の
選
挙
、
両
方
の
選
挙
で
議
席

拡
大
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
政
権

交
代
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、

今
夏
は
非
常
に
大
事
な
選
挙
に

な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
自

身
、
議
員
と
し
て
の
活
動
の
一

つ
ひ
と
つ
に
気
合
い
を
入
れ
て

取
り
組
ま
ね
ば
！
と
強
く
決
意

し
て
い
ま
す
。「
逆
転
の
夏
を

再
び
！
」
で
す
。

関
川
　
最
後
に
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
！

岸
　
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

ま
ず
は
自
分
の
暮
ら
し
を
大
切

に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ

の
上
で
、
普
段
の
生
活
や
仕
事

の
中
で
、
国
の
制
度
が
「
お
か

し
い
な
」「
変
だ
な
」
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
遠
慮
な

く
教
え
て
欲
し
い
で
す
。
私
が

み
な
さ
ん
の
代
弁
者
と
し
て
国

に
伝
え
、
政
策
の
改
善
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

　
だ
か
ら
、
自
治
労
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
は
「
制
度
の
こ
こ
は

お
か
し
い
か
ら
、
変
え
な
き
ゃ

ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
っ
た
気
持
ち
で
日
々
の
業
務

と
組
合
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
労
組
合
員
の
仲
間
の
皆

さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
退

職
者
会
の
活
動
に
多
く
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　
衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
12
年

ぶ
り
に
緊
張
感
の
あ
る
国
会
と

な
り
ま
し
た
。
年
末
ま
で
の
国

会
で
は
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む

国
民
生
活
を
支
え
る
経
済
対
策

や
政
治
と
カ
ネ
を
め
ぐ
る
政
治

改
革
、
震
災
や
豪
雨
災
害
等
へ

の
復
旧
・
復
興
、
原
発
再
稼
働

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
素
は
新
潟
県
消

防
職
員
協
議
会
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
１
月
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ

れ
た
方
々
に
哀
悼
と
お
見
舞
の

意
を
表
し
ま
す
。
新
潟
県
内
消

防
か
ら
も
緊
急
消
防
援
助
隊
と

し
て
被
災
地
へ
出
動
し
ま
し
た

が
、
大
規
模
災
害
に
対
応
し
た

早
急
な
消
防
、
救
急
体
制
整
備

の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。
一
つ
は
、
緊
急
消
防
援

助
隊
出
動
に
対
す
る
手
当
の
格

差
で
す
。
厳
し
い
環
境
の
中
、

へ
突
き
進
む
政
権
へ
の
懸
念
な

ど
が
論
戦
さ
れ
ま
し
た
。
石
破

内
閣
は
少
数
与
党
。
強
権
政
治

で
は
国
会
運
営
が
で
き
ま
せ

ん
。
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る

「
議
論
と
公
開
」
の
政
治
に
よ

る
、
働
く
者
も
高
齢
者
も
誰
も

が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
将
来

不
安
な
く
暮
ら
せ
る
社
会
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
平
和
と
民
主
主

義
が
守
ら
れ
、
希
望
が
持
て
る

地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
自
治

労
と
退
職
者
会
、
共
に
「
現
退

一
致
」
で
闘
い
ま
し
ょ
う
。

同
一
の
災
害
現
場
で
救
急
、
救

助
等
の
活
動
に
従
事
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
消
防
本
部
ご

と
に
取
り
扱
い
が
違
う
現
状
に

つ
い
て
は
、
速
や
か
な
改
善
が

望
ま
れ
ま
す
。

　
諸
課
題
に
声
を
あ
げ
て
い
く

に
は
、
組
織
の
強
化
と
拡
大
が

必
要
で
す
。
昨
年
は
未
組
織
消

防
本
部
へ
オ
ル
グ
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
更
に

実
効
あ
る
オ
ル
グ
を
展
開
し
て

い
く
所
存
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
災
害
が
少
な
い
一
年
に

な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
も
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
テ
ー
マ
も
交
え
た

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
「
き
し
ま
き

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
は
必
見

新
潟
県
消
防
職
員
協
議
会

　
　
会
長
　
横

野

大

輔

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会

　
新
潟
県
本
部

　
　
会
長
　
長

沢

正

一

退
職
者
会
新
年
あ
い
さ
つ

謹
賀
新
年

①「人権派弁護士」を国政の中でも貫いており、徹底的に
人権尊重の政策主張をしているところを尊敬しています。
②2020年４月、新型コロナウイルス感染症による緊急事態
宣言が出された時、多くの懸念がありましたが、私たちが
課題としたのがＤＶや児童虐待等被害者が自宅待機によっ
て、より深刻な事態となることでした。当時、打越さんと
２人でＤＶ被害者の相談ダイヤルを伝える動画を撮ってＳ
ＮＳに投稿したところ、数日間で10万回以上の再生がされ
る反響を得たことは忘れられないエピソードの１つです。

実は同期の国会議員
①尊敬できるところ岸

さ
ん
か
ら
打
越
さ
ん
へ

「
声
を
力
に
、
一
歩
前
へ
。

　
　
と
も
に
が
ん
ば
ろ
う
」

私の身の回りのカワイイもの
～岸さんに聞いてみました～

防
災
の
観
点
で
保
育
士
の
配
置

基
準
に
つ
い
て
国
務
大
臣
へ
質

す
岸
さ
ん
（
３
月
22
日
・
参
議

院
総
務
委
員
会
） 

ムーミンの
トートバック

　あけましておめでとうございます。新
潟県本部は2025年夏に控える第27回
参議院選挙で新潟選挙区「打越さくら」、
全国比例区「岸まきこ」を推薦決定して
います。しかし、お二人の名前を聞いた

参
議
院
議
員
　全
国
比
例
区

岸
　
　
ま
き
こ

【　　  】
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新 潟 推 進 本 部
(新潟県総合生活協同組合）

旧年中のご愛顧を感謝いたしますとともに

皆様のご繁栄とご多幸を心からお祈り申し上げます

本年もよろしくお願いいたします

1524Z014

謹
賀

 

新
年

謹
賀

 

新
年

ろうきん
イメージモデル
高 梨 　 臨

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を

賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　  

二
〇
二
五
年 

元
旦

新潟ろうきん 新潟ろうきん 検 索

じ
ち
ろ
う
の

共 

済

備えて

安心
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だ
れ
も
が
一
度
は
夢
に
見
る
『
一い

っ
か
く
せ
ん
き
ん

攫
千
金
』。
も
し
も
、
１
億

円
が
当
選
し
た
ら
何
を
し
た
い
で
す
か
？

　
１
億
円
が
あ
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
絵
日
記
形
式
（
イ

ラ
ス
ト
・
コ
メ
ン
ト
）
で
応
募
く
だ
さ
い
。

（
コ
メ
ン
ト
）
※
見
本

　
昔
か
ら
、
沢
山
の
猫
と
暮
ら
し
た
い
！
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
動
物

を
飼
う
に
は
お
金
も
時
間
も
必
要
…
。
な
の
で
、
も
し
宝
く
じ
で
１
億
円
当
た
っ

た
ら
、
沢
山
の
猫
に
囲
ま
れ
な
が
ら
の
ん
び
り
編
み
物
を
し
て
過
ご
し
た
い
な
…

と
幸
せ
な
妄
想
を
し
て
み
ま
し
た
。

●
応
募
方
法

：

Ａ
４
サ
イ
ズ
（
用
紙
は
組
合
か
ら
）
で
、
イ
ラ
ス
ト
の

説
明
な
ど
を
コ
メ
ン
ト
欄
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

①
～
⑤
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

①
応
募
者
（
作
者
の
名
前
）

②
学
年
（
小
学
・
中
学
・
高
校
生
）

③
年
齢

　
④
組
合
員
名

　
⑤
単
組
（
支
部
名
）

●
賞
　
　
品

：

入
笑
者
に
は
、
す
し
券
・
参
加
賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
　
　「
大
笑
」
大
人
・
小
人
各
１
本
（
５
千
円
）

　
　
　
　
　
　「
中
笑
」
大
人
・
小
人
各
１
本
（
４
千
円
）

　
　
　
　
　
　「
小
笑
」
大
人
・
小
人
各
１
本
（
３
千
円
）

　
　
　
　
　
　「
が
ん
ば
っ
た
で
笑
」
大
人
・
小
人
各
１
本
（
２
千
円
）

　
　
　
　
　
　「
参
加
賞
」
中
学
生
以
下
の
応
募
者
全
員
（
入
笑
者
除
く
）

（
図
書
カ
ー
ド
５
百
円
）

●
応
募
締
切

：

２
０
２
５
年
１
月
６
日
（
月
）
消
印
有
効

●
審

査

員

：

県
本
部
ま
ん
が
集
団

●
発
　
　
表

：

「
入
笑
者
」
は
機
関
紙
「
自
治
労
新
潟
」
に
後
日
掲
載

い
た
し
ま
す
。
※
詳
細
は
所
属
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い 大

募
集

ま

ん

が

イ

ラ

ス

ト

●
テ
ー
マ
：「
宝
く
じ
で
１
億
円

　
　
　
　
　
当
た
っ
た
ら
何
に
使
う
?!
」

ま
ん
が
イ
ラ
ス
ト
の
応
募
方
法

ま
ん
が
イ
ラ
ス
ト
の
応
募
方
法

イラスト見本
（自治労まんが集団）
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
方
法

　
は
が
き
に
応
募
券
を
貼
り
①
答
え
②
所
属

組
合
名
③
組
合
員
名
④
連
絡
先
（
日
中
連
絡

が
と
れ
る
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
券
が
な
い
は
が
き
は
無
効
。（
複
写
厳
禁
）

【
賞
　
品
】

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２
人
に
５
万
円
の
旅
行
券
、
10

人
に
特
賞
・
特
別
な
日
に
う
れ
し
い
「
選
べ
る
ご
ち
そ
う
（
３

コ
ー
ス
）」を
プ
レ
ゼ
ン
ト（
賞
品
提
供

：

新
潟
県
労
働
金
庫
・

こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
〈
全
労
済
〉）。

そ
の
他
「
１
等
」、「
２
等
」、「
３
等
」
を
計
39
人
に
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

【
締
　
切
】
１
月
９
日
（
木
）
県
本
部
必
着
（
厳
守
）

　
　
書
き
初
め
の
応
募
方
法

　
用
紙
は
半
紙
（
24
・
3
×
33
・
4
㎝
）
に
限
り
ま
す
。
作

品
の
右
下
に
左
記
の
書
き
初
め
応
募
用
名
札
を
付
け
て
応

募
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
一
般
の
部
の
み
、
書
体
・
書
風
（
書

き
ぶ
り
）
は
自
由
で
す
。

【
審
査
員
】
菅
井
松
雲
　
先
生

【
賞
品
・
記
念
品
】

　
各
部
門
で
特
選
の
方
に
は
「
す
し
券
１
万
円
分
」
を
贈

呈
し
ま
す
。
そ
の
他
、
入
選
者
に
は
賞
品
を
、
小
学
生
以

下
の
応
募
者
全
員
に
は
、
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【
締
　
切
】
１
月
６
日
（
月
）
消
印
有
効
（
厳
守
）

　
＊
入
選
は
後
日
、
自
治
労
新
潟
の
紙
面
で
発
表

　
　
宛
　
先

〒
９
５
０

−

０
９
６
５

　
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
６

−

７

　
　
自
治
労
新
潟
県
本
部
　
新
年
号
係
ま
で

クロスワードパズルでクロスワードパズルで

豪華商品を当てよう！豪華商品を当てよう！

１　加山雄三が「若大将」なら田中邦
衛は？

６　沖縄などに分布する毒ヘビ
８　手術のことです
９　雑煮や汁を入れる木の器
10　感染症予防の医薬品
11　首都はバグダッド
13　幼な友達。……の友
14　♪犬は喜び庭かけ回る
15　……に提灯。……がらす
17　大谷選手の前人……の記録

19　世界最大級の祭り、有名な……
のカーニバル

21　洋式の部屋
23　音楽の速度記号で「最もゆるく、

ゆっくりと」の意
24　ユートピアは……郷
25　衣類の穴、……かも？
26　花びらが重なった……桜
27　努力して目的をやりとげた人の

……伝
30　卒業記念に編む　
32　グループ演奏で歌う人
34　ハンチング帽のことです

１　

チ
ル
チ
ル
と
ミ
チ
ル
が
探
す
も

　
　

の

２　

歌
劇
の
こ
と
で
す

３　

一
心
…
…
を
も
通
す

４　

大
谷
選
手
は
１
９
３
セ
ン
チ

５　

大
酒
飲
み
の
人
を
ヘ
ビ
に
例
え

　
　

て
言
う
と
？

６　

カ
エ
ル
は
両
生
類
、
ヘ
ビ
は
？

７　

分
か
れ
る
所
、
…
…
点

12　

ス
ニ
ー
カ
ー
も
ハ
イ
ヒ
ー
ル
も

16　

中
世
代
に
繁
栄
し
た
巨
大
動
物

18　

重
い
物
を
引
っ
ぱ
る
作
業
車

20　

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
作
「
…

　
　

…
急
行
殺
人
事
件
」

22　

日
本
全
土
に
い
る
毒
ヘ
ビ

26　

…
…
を
つ
つ
い
て
ヘ
ビ
を
出
す

28　

知
ら
せ
。
…
…
表
。
転
居
…
…

29　
「
猫
の
恋
」
は
…
…
の
季
語

31　

頭
隠
し
て
…
…
隠
さ
ず

32　

イ
ヌ
も
歩
け
ば
…
…
に
当
た
る

33　

除
夜
の
…
…
は
１
０
８
回
つ
く

コ
ン
ク
ー
ル

コ
ン
ク
ー
ル

書
き
初
め

書
き
初
め

審　査　員

菅 井 松 雲
（すがいしょううん）

毎日書道展審査会員

新潟県美術家連盟常務理事

新潟県書道協会理事

過
去
10
年
で
、各
部
門
で
３
回
特
選
を
受
賞
さ
れ
た
方
は
、

次
の
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
「
名
人
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
賞
の
選
考
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
県
本

部
旗
開
き
（
１
月
）
で
会
場
に
「
名
人
の
作
品
」
と
し
て

掲
示
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※各課題とも、名前も作品の一部としてしっかり書く。
太く大きく堂々としている作品が、例年上位を占めて
います。一年の決意を込めて気合を入れて書いてくだ
さい。たくさんの応募をお待ちしています。
※学生の部は各々、学年と名前を作品の左側に自署墨書
して提出してください。

※全体の注意点
　名前をバランス良くしっかり書くと作品栄えがしますの
で、最後まで力を抜かないこと。

書き初め応募用名札

作品の右下にこの名札を必ずつけてください。
県職労・新潟市職労など支部のある単組は支部名
まで記入してください。（例　県職労○○支部）

作品

名札

　
今
年
は
「
み
ど
し
」
で
す
。
古
来
よ
り
白
蛇
は
神

の
使
い
と
さ
れ
、お
金
が
た
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
巳
」
は
常
用
漢
字
で
は
な
い
で
す
の
で
「
み
」
と

書
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
難
し
い
漢
字
で
は
な
い
の

で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　「
巳
」
は
点
画
を
強
く
曲
げ
る
と
こ
ろ
は
少
し
力

を
抜
い
て
書
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。「
ど
」
の
曲
が

り
も
同
様
で
す
。「
し
」
は
伸
び
よ
く
長
め
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
低
学
年
の
部
（
幼
～
小
三
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　「
巳
ど
し
」
ま
た
は
「
み
ど
し
」

○
○
年
　
　
　
◯
◯
◯
◯

書き初めの課題

所　属
組合名

組合員名

出品者名
幼・小・中・高 年

一般

　
日
本
に
は
数
多
く
の
伝
統
文
化
が
あ
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
い
く
つ
か
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、

「
書
」
も
伝
統
文
化
で
す
。
後
世
に
長
く
伝
え
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　「
伝
」
は
ニ
ン
ベ
ン
よ
り
つ
く
り
が
下
ら
ず
「
統
」

の
イ
ト
ヘ
ン
は
紙
面
の
３
分
の
１
に
お
さ
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。「
文
」
の
払
い
を
長
く
書
く
と
安
定

し
「
化
」
は
縦
線
の
位
置
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

中
学
生
・
高
校
生
の
部
　「
伝
統
文
化
」

中
○（
高
○
）　
◯
◯
◯
◯

　
新
年
の
春
め
い
た
風
は
世
界
を
お
だ
や
か
な
雰
囲

気
に
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。「
春
」
の
三
本
線
の

変
化
は
大
事
で
す
。「
風
」
は
形
の
と
り
に
く
い
字

で
す
が
、
二
画
目
を
長
く
勢
い
よ
く
ハ
ネ
て
く
だ
さ

い
。「
致
」
の
横
画
の
長
短
、
角
度
に
注
意
し
「
和
」

の
口
部
は
や
や
上
に
書
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

一
般
の
部
　「
春
風
致
和
」（
書
体
自
由
）

◯
◯
◯
◯

　
今
も
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ス
等
で
心
が
痛
み
ま
す
。
日
本
は
唯
一

の
被
爆
国
で
す
か
ら
、
平
和
の
尊
さ
は
一
番
わ
か
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　「
平
」
は
上
下
の
横
線
の
方
向
の
変
化
を
出
し
、

足
を
長
め
に
。「
和
」
の
ノ
ギ
ヘ
ン
は
紙
の
半
分
で

お
さ
め
口
は
下
が
り
す
ぎ
な
い
こ
と
。「
の
」
は
小

さ
め
。「
光
」
の
横
線
は
強
く
二
本
の
足
の
長
さ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
高
学
年
の
部（
小
四
〜
小
六
）　「
平
和
の
光
」

○
○
年
　
　
　
◯
◯
◯
◯

県本
部ク
ロス
ワー
ド

応　
募　
券
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当 面 の 日 程
１月28日㈫～29日㈬
　自治労中央本部第167回中央委員会（Web開催）
１月30日㈭
　2024年度第２回賃金労働条件担当者会議（新潟自治労会館）
２月６日㈭～12日㈬
　「いのち・愛・人権」新潟展（新潟市・北区文化会館ほか）

重
大
な
医
療
格
差
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
、
適
正
な
財
源
確
保

が
必
要
」
な
ど
が
発
言
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
確
認
し
た
。

　「
春
闘
討
論
集
会
」
で
は
、

宮
越
勇
人
賃
金
労
働
部
長
を
講

師
に
「
指
定
管
理
者
制
度
に
お

け
る
賃
金
ス
ラ
イ
ド
制
度
」
に

つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
宮
越

部
長
は
「
賃
金
ス
ラ
イ
ド
額
の

算
定
に
は
民
間
給
与
実
調
や
最

低
賃
金
が
関
係
し
て
お
り
、
官

任
用
職
員
の
一
時
金
課
題
に
つ

い
て
、
国
会
や
省
庁
へ
の
要
請

を
求
め
る
意
見
や
「
確
定
期
で

は
子
の
看
護
休
暇
の
対
象
拡

充
・
要
件
緩
和
を
勝
ち
と
っ
た
」

「
春
闘
期
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
実
現
の
た
め
に
開
庁
時

間
短
縮
を
求
め
る
」「
県
内
で

り
組
み
の
意
義
を
組
合
員
に
て

い
ね
い
に
伝
え
、
単
組
と
県
本

部
が
一
体
と
な
っ
た
運
動
を
作

ろ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
会
議
で
は
２
０
２
４
現
業
公

企
統
一
闘
争
・
確
定
闘
争
の
中

間
総
括
の
ほ
か
、
25
春
闘
方
針

や
地
域
医
療
を
守
る
取
り
組

み
、
じ
ち
ろ
う
共
済
の
推
進
な

ど
、
当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て

提
起
を
行
っ
た
。

　
質
疑
で
は
18
人
が
発
言
。
再

　
拡
大
単
組
代
表
者
会
議
に
は

31
単
組
86
人
が
出
席
。
登
坂
崇

規
執
行
委
員
長
は
衆
議
院
議
員

選
挙
を
は
じ
め
と
す
る
２
０
２

４
年
を
振
り
返
り
、
あ
い
さ
つ

の
冒
頭
で
は
相
次
ぐ
災
害
対
応

に
あ
た
る
組
合
員
に
敬
意
を
表

し
、
働
く
も
の
の
要
求
確
立
に

あ
た
り
「
役
員
だ
け
の
取
り
組

み
で
は
前
進
は
な
い
。
賃
上

げ
・
人
員
確
保
・
政
治
闘
争
な

ど
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
つ
い
て
取

　
年
末
年
始
も

終
っ
て
月
曜
日

か
ら
の
仕
事
始

め
。
体
は
重
い

し
、
あ
ち
こ
ち

の
職
場
か
ら

「
Ｐ
Ｃ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
切
り

替
え
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
６
千
人

が
『
ヨ
ー
イ
ド
ン
！
』し
た
結

果
、動
か
な
い
」と
…
。行
政
の

Ｄ
Ｘ
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
課
の
皆
さ

ん
も
懸
命
に
を
頑
張
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
が
、足
元
の
ハ
ー
ド

が
弱
す
ぎ
る
と
お
じ
さ
ん
た
ち

は
心
配
す
る
▼
働
き
方
改
革
を

う
た
い
、増
え
続
け
る
業
務
に

は
効
率
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
、生

成
Ａ
Ｉ
で
人
減
ら
し
。デ
ジ
タ

ル
人
材
を
育
成
し
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
向
上
？
最
近
の
行
政
改
革

で
す
か
ね
▼「
簡
素
で
効
率
的

な
…
」と
い
う
ワ
ー
ド
を
聞
い

て
数
十
年
が
過
ぎ
た
。も
と
は

国
の
「
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
政

府
の
実
現
」と
い
う
閣
議
決
定

さ
れ
た
行
革
方
針
に
自
治
体
職

場
と
職
員
も
巻
き
込
ま
れ
、同

時
に
行
政
改
革
と
い
う
お
題
目

を
必
要
と
し
た
規
制
緩
和
が
生

み
出
す
「
利
権
」に
よ
っ
て
、す

べ
て
の
勤
労
者
が
被
害
者
と

な
っ
た
…
。う
～
ん
、略
し
す
ぎ

た
か
な
▼
み
な
さ
ん
連
休
は
ど

う
で
し
た
か
？
仕
事
の
こ
と
を

考
え
な
い
日
が
休
日
で
、そ
れ

が
常
識
な
ん
で
す
よ
ね
。そ
ん

な
当
た
り
前
の
こ
と
を
願
っ
て

し
ま
う
今
の
職
場
環
境
。賃
上

げ
と
人
員
増
に
む
け
、は
じ
ま

る
春
闘
。す
べ
て
の
労
働
者
に

影
響
す
る
政
治
。今
年
の
夏
は

参
議
院
選
、労
働
者
が
怒
り
の

声
を
、こ
ぶ
し
を
挙
げ
る
時
が

や
っ
て
く
る
。	

（
眠
龍
Ⅱ
）

自治労本部公式

はじめました。

民
で
影
響
し
あ
っ
て
い
る
」
と

説
明
。「
制
度
導
入
だ
け
で
は

処
遇
改
善
と
し
て
は
不
十
分
だ

が
、
安
上
が
り
行
政
に
事
業
者

を
巻
き
込
ま
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
訴
え
た
。

す
る
旧
姓
の
通
称
使
用
で
は
憲

法
24
条
が
保
障
す
る
個
人
の
尊

厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
は
担

保
さ
れ
な
い
」
と
女
性
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
早
急
な
保
障

に
む
け
た
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

　
な
お
、
打
越
議
員
は
13
日
に

新
潟
市
万
代
で
開
催
さ
れ
た

「
新
春
市
民
と
野
党
の
街
宣
行

動
」
で
も
弁
士
と
し
て
登
場
。

「
国
民
に
ば
か
り
義
務
を
課
す

今
の
自
民
党
政
治
で
は
、
国
民

の
生
活
を
守
れ
な
い
。
誰
ひ
と

り
取
り
残
さ
な
い
政
治
を
進
め

て
い
く
」
と
街
頭
の
若
者
に
訴

え
た
。

や
長
時
間
労
働
規
制
が
必
要
で

あ
る
が
、
そ
う
し
た
対
策
が
新

た
な
分
断
を
生
ま
な
い
よ
う
に

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
呼

び
か
け
た
。
ま
た
、
選
択
的
夫

婦
別
姓
に
つ
い
て
、
夫
婦
同
姓

を
義
務
付
け
る
民
法
の
規
定
を

見
直
す
よ
う
４
回
目
の
改
善
勧

告
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
救
済
を
は
じ
め

と
す
る
「
弁
護
士

　
打
越
さ
く

ら
」
と
し
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
「
現
政
権
が
主
張

　
11
日
の
「
新
春
セ
ミ
ナ
ー
」

は
、
打
越
さ
く
ら
参
議
院
議
員

を
講
師
に
「
旧
（
ふ
る
）
い
制

度
の
壁
を
取
り
払
う
！
本
当
の

多
様
性
を
実
現
す
る
政
治
へ
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
。

　
は
じ
め
に
日
本
の
男
女
間
賃

金
格
差
が
主
要
国
と
比
べ
大
き

い
こ
と
や
産
業
間
格
差
、
は
た

ら
く
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
に

つ
い
て
解
説
。「
少
子
化
対
策

１
０
０
％
の
批
准
投
票
率
を
め
ざ
そ
う
！

１
０
０
％
の
批
准
投
票
率
を
め
ざ
そ
う
！

ス
ト
批
准
投
票

ス
ト
批
准
投
票

　
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票
は
、
年
間
を
通
じ
て
「
一
波
に
つ
き

２
時
間
を
上
限
と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
闘
争
指
令
権
」
を

中
央
闘
争
委
員
会
に
委
譲
す
る
こ
と
を
組
合
員
に
承
認
を
求
め

る
重
要
な
も
の
で
す
。
す
べ
て
の
組
合
員
が
投
票
し
、
高
い
批

准
率
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
の
団
結
の
力
と
意
思
を
示
す

こ
と
が
で
き
、
交
渉
に
む
け
て
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　「
あ
な
た
の
声
」
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
批
准
投
票
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
投
票
期
間
　
２
月
３
日
（
月
）
～
13
日
（
木
）

多
く
の
参
加
者
の
発
言
で
闘
争
方
針
が
補
強
さ
れ
た

（
１
月
10
日
・
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
）

第
１
回
拡
大
単
組
代
表
者
会
議

一
年
の
た
た
か
い
を
ス
タ
ー
ト

単
組
・
県
本
部
総
体
で
処
遇
改
善
を
め
ざ
す

　
県
本
部
は
毎
年
１
月
に
拡
大
単
組
代
表
者
会
議
と
「
春
闘
討
論
集
会
」、
旗
開
き
を
開
催
し
、

翌
日
に
折
々
の
課
題
を
と
り
あ
げ
た
「
新
春
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。
今
年
は
１
月
10

日
か
ら
11
日
に
か
け
て
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

民
間
労
働
者
の
賃
上
げ
の
必

要
性
に
つ
い
て
講
演
を
行
う

宮
越
勇
人
賃
金
労
働
部
長

（
1
月
10
日
・
春
闘
討
論
集
会
）

参
加
者
か
ら
の
様
々
な
質
問

に
対
し
て
回
答
す
る
打
越
さ

ん
（
１
月
11
日
・
新
潟
東
映

ホ
テ
ル
）

打
越
さ
く
ら
が
語
る
本
当
の
多
様
性

新
春
セ
ミ
ナ
ー
・
市
民
と
野
党
の
街
宣
行
動
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初
日
は
沖
縄
戦
の
歴
史
や
現

状
、
私
た
ち
が
平
和
運
動
に
つ

い
て
取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て

学
び
、
２
日
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
臨
み
ま
し
た
。

　
多
く
の
訪
問
先
の
中
で
も

「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
が
最

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
ガ
マ
」
と
は
自
然
洞
窟
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
ガ
マ
は
全
長

２
７
０
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
ま

す
。
戦
時
に
は
住
民
の
避
難
場

所
や
日
本
軍
の
地
下
陣
地
、
倉

庫
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
戦
況
が
悪
化
す
る
に
つ

れ
、
陸
軍
病
院
の
分
室
と
し
て

も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
中
は
生

ぬ
る
く
、
暗
く
、
当
時
の
劣
悪

な
環
境
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。
ガ
マ
の
中
で
、
現
地

住
民
は
入
口
に
一
番
近
い
場
所

に
避
難
さ
せ
ら
れ
、
軍
隊
は
比

較
的
安
全
な
奥
へ
陣
取
っ
て
い

ま
し
た
。
日
本
軍
は
泣
い
て
い

る
子
ど
も
を
「
米
軍
に
発
見
さ

れ
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
殺

害
。
ガ
マ
か
ら
出
よ
う
と
し
て

も
「
非
国
民
」
と
判
断
し
殺
害

し
て
い
た
そ
う
で
す
。私
自
身
、

ガ
マ
を
訪
れ
、
現
地
ガ
イ
ド
の

話
を
聞
い
た
こ
と
で
「
軍
は
国

を
守
る
が
国
民
は
守
ら
な
い
」

の
本
当
の
意
味
や
自
治
労
が
平

和
運
動
に
取
り
組
む
意
義
を
理

解
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
オ

キ
ナ
ワ
で
起
き
た
こ
と
を
未
来

へ
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、

過
去
と
向
き
合
い
、
仲
間
に
伝

え
て
い
こ
う
と
決
意
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
五
感
を
総
動
員
し
て
の
現
地

学
習
だ
か
ら
こ
そ
深
ま
る
学
び

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
次

回
の
平
和
の
旅
に
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
の
是

非
を
問
う
県
民
投
票
条
例
制
定

に
む
け
た
署
名
活
動
が
、
ま
も

な
く
完
了
す
る
。

　
県
民
投
票
条
例
と
は
何
か
？

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る

ル
ー
ル
を
決
め
る
条
例
は
通

常
、
市
長
や
議
員
が
提
案
す
る

が
、
私
た
ち
市
民
も
必
要
な
署

名
数
を
集
め
れ
ば
条
例
提
案
を

直
接
請
求
で
き
る
。
今
回
求
め

る
県
民
投
票
条
例
は
、
原
発
再

稼
働
に
つ
い
て
、
県
民
一
人
ひ

と
り
が
投
票
で
意
見
を
表
明

し
、
そ
の
結
果
を
県
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
だ
。

　
す
で
に
直
接
請
求
に
必
要
な

署
名
数
が
集
ま
っ
て
お
り
、
3

月
中
旬
に
は
知
事
に
提
出
。
そ

の
後
、
県
議
会
で
議
決
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。可
決
さ
れ
れ
ば
、

い
よ
い
よ
県
民
投
票
条
例
が
公

布
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
ぜ
、
県
民
投
票
条
例
が

　
必
要
な
の
か
？

　
東
京
電
力
は
柏
崎
刈
羽
原
発

の
再
稼
働
に
む
け
て
着
々
と
準

備
を
進
め
て
い
る
。
政
府
も
再

稼
働
を
強
力
に
後
押
し
し
て
お

り
、
新
潟
県
も
条
件
整
備
を
進

め
て
い
る
状
況
だ
。

　
し
か
し
、
原
発
の
再
稼
働
に

は
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い

る
。
特
に
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ

る
状
況
下
で
の
実
効
性
の
あ
る

避
難
計
画
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
昨
年
の
能
登

半
島
地
震
を
受
け
て
、
新
潟
県

沿
岸
部
に
も
津
波
や
地
盤
隆
起

な
ど
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性

も
あ
る
。
原
発
の
安
全
性
は
改

め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
間
、
柏
崎
刈
羽

原
発
で
は
設
備
の
不
備
や
不
祥

事
が
相
次
い
で
い
る
。
東
京
電

　
新
潟
県
厚
生
連
労
働
組
合
は

１
月
11
日
に
、
新
潟
市
・
万
代

で
地
域
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
実
施

し
た
。
約
40
人
が
参
加
し
た
ア

ピ
ー
ル
行
動
で
は
、
組
合
員
が

マ
イ
ク
を
持
ち
、
日
頃
の
仕
事

や
病
院
職
員
へ
の
処
遇
改
善
、

公
立
・
公
的
病
院
の
重
要
性
と

支
援
強
化
な
ど
を
訴
え
た
。

力
の
安
全
管
理
体
制
に
は
不
安

を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
原
発
の
再
稼
働
は
、
私
た
ち

の
生
活
、
そ
し
て
未
来
を
左
右

す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
県
民
の
声
を
直
接

反
映
で
き
る
県
民
投
票
条
例
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

　
地
方
自
治
の
本
旨
を
守
る

　
12
月
の
上
越
市
議
会
。
私
は

改
正
地
方
自
治
法
に
関
し
て
、

国
が
地
方
自
治
体
に
指
示
で
き

る
「
補
充
的
指
示
権
」
は
、
地

方
自
治
の
本
旨
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
一
般
質

問
で
見
解
を
質
し
た
。
上
越
市

　
厚
生
連
労
組
の
和
田
祐
輔
執

行
委
員
長
は
収
支
悪
化
か
ら
分

娩
機
能
を
休
止
と
す
る
村
上
総

合
病
院
を
例
に
「
医
療
は
当
た

り
前
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

地
域
の
医
療
や
進
め
ら
れ
て
い

る
医
療
再
編
の
現
状
に
自
分
事

と
し
て
関
心
を
も
っ
て
ほ
し

い
」
と
地
域
医
療
体
制
の
重
要

性
を
訴
え
た
。

　
小
千
谷
総
合
病
院
の
田
中
美

奈
子
さ
ん
は
「
過
酷
な
労
働
環

長
は
「
地
方
の
自
主
性
と
自
立

性
を
尊
重
す
べ
き
」
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。

　
議
員
の
中
に
は
「
国
策
で
あ

る
原
発
問
題
は
県
民
投
票
に
な

じ
ま
な
い
」
と
主
張
す
る
声
も

あ
る
が
、
地
方
自
治
の
本
旨
を

守
り
、
14
万
筆
の
署
名
に
込
め

ら
れ
た
県
民
の
声
に
応
え
る
べ

き
で
あ
る
。

　
花
角
知
事
は
再
稼
働
の
是
非

に
つ
い
て「
県
民
に
信
を
問
う
」

と
再
三
発
言
し
て
い
る
。
県
民

の
意
思
を
確
認
す
る
に
は
県
民

投
票
は
最
適
な
選
択
。
条
例
を

制
定
す
べ
き
で
あ
る
。

境
か
ら
離
職
す
る
職
員
が
増
え

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
適
切

な
医
療
の
提
供
は
難
し
い
」
と

支
援
強
化
を
訴
え
た
。

　
県
内
で
11
病
院
を
経
営
す
る

Ｊ
Ａ
厚
生
連
は
、
昨
年
７
月
に

病
院
経
営
の
赤
字
額
が
60
億
円

超
と
な
る
見
込
み
だ
と
し
て
、

職
員
の
賞
与
大
幅
カ
ッ
ト
や
不

採
算
経
営
と
な
っ
て
い
る
病
院

の
機
能
集
約
や
病
床
削
減
を
進

め
て
い
る
。

　
県
本
部
で
は
引
き
続
き
、
連

合
新
潟
や
組
織
内
・
協
力
議
員

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
予
定
だ
。

　
本
部
青
年
部
・
女
性
部
で
は
、
沖
縄
の
「
歴
史
」
と
「
今
起

き
て
い
る
こ
と
」
を
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
考
え

る
た
め
、
毎
年
12
月
に
「
オ
キ
ナ
ワ
平
和
の
旅
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
新
潟
県
本
部
か
ら
６
人
、
全
体
で
は
34
県
本

部
１
６
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
県
参
加
団
長
の
報
告
を
お
届

け
し
ま
す
。

みんなの味方�みんなの味方�

上越市議会議員       　　

山　本　佳　洋

あなたの一筆が未来を変える！
　　　　　県民投票条例制定

上
越
の
市
民
団
体
と
署
名
提

出
に
む
か
う
山
本
佳
洋
市
議

病
院
の
実
状
を
報
告
し
支
援

強
化
を
訴
え
る
田
中
美
奈
子

さ
ん
（
厚
生
連
労
組
）

国保連合会労組　吉　橋　淳　也

命 こ そ 宝命 こ そ 宝
―青年女性オキナワ平和の旅に参加して――青年女性オキナワ平和の旅に参加して―

ガマの出口で現地ガイドの説明に耳を傾ける参加団
（12月８日）

公
立
・
公
的
病
院
へ
の
支
援
を

厚
生
連
労
組
が
街
頭
で
市
民
へ
ア
ピ
ー
ル
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員
に
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
も

ら
う
。
今
後
は
そ
れ
が
私
た
ち

の
取
り
組
み
の
課
題
に
な
っ
て

く
る
」
と
述
べ
た
。
同
団
体
は

３
月
中
旬
に
県
に
署
名
簿
を
提

出
し
本
請
求
を
行
う
予
定
。

そ
の
後
、
花
角
知
事
は
条
例
案

に
対
す
る
意
見
を
付
し
て
県
議

会
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
原
発
再
稼
動
　
課
題
は

　
新
潟
県
は
福
島
第
一
原
発
事

故
に
関
す
る
３
つ
の
検
証
に
つ

い
て
総
括
報
告
書
を
２
０
２
３

年
に
公
表
し
て
い
る
が
、
本
来

総
括
を
出
す
は
ず
の
「
検
証
総

括
委
員
会
」
の
意
見
は
反
映
さ

め
る
会
」）
は
、
再
稼
働
の
是

非
を
問
う
県
民
投
票
の
実
施
を

求
め
、
昨
年
10
月
か
ら
署
名
活

動
を
開
始
。
現
在
ま
で
に
、
直

接
請
求
に
必
要
な
数
の
約
４
倍

に
あ
た
る
14
万
６
千
筆
を
集
め

た
（
１
月
26
日
時
点
）。

　
県
民
投
票
で
決
め
る
会
の
請

求
代
表
者
・
世
話
人
を
務
め
る

水
内
基
成
さ
ん
は
、
１
月
７
日

の
記
者
会
見
で
「
こ
れ
だ
け
の

署
名
の
重
み
を
新
潟
県
議
会
議

是
非
を
県
民
投
票
で
決
め
る

会
」（
以
下
、「
県
民
投
票
で
決

　
重
い
14
万
６
千
筆
の
「
声
」

　「
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
の

　
通
勤
の
車

内
。
ラ
ジ
オ
は

「
冬
型
が
強
ま

り
大
雪
と
強
風

に
警
戒
を
」
と

呼
び
か
け
、
続

い
て
社
会
部
記
者
の
取
材
に
よ

る
特
集
が
始
ま
っ
た
。「
妊
婦

が
行
き
場
を
失
う
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
国
の
厳
し
い
現
実
で

す
…
」
▼「
分
べ
ん
空
白
市
町

村
」
が
全
国
で
増
え
て
い
る
。

取
材
先
の
高
知
県
立
あ
き
総
合

病
院
。「
こ
の
病
院
で
お
産
が

出
来
な
く
な
れ
ば
１
時
間
半
・

70
㎞
を
通
院
す
る
こ
と
に
な
る

―
無
く
せ
な
い
」
池
上
医
師
は

不
足
す
る
産
科
医
体
制
の
中
、

病
院
間
近
に
単
身
で
暮
ら
し
夜

間
・
休
日
の
分
べ
ん
を
担
う
。

一
方
、
施
設
の
減
少
で
出
産
が

過
度
に
集
中
し
た
総
合
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は

「
受
入
制
限
」の
決
断
を
悩
み
、

葛
藤
す
る
。
母
と
子
の
命
を
守

る
「
砦
」
の
現
実
に
聞
き
入
っ

た
▼
県
内
も
医
療
再
編
が
進

む
。
一
方
、
議
論
途
上
に
廃
止

や
縮
小
が
相
次
い
で
い
る
。
理

由
は
「
赤
字
」
だ
▼「
い
の
ち

の
砦
」
の
将
来
を
構
想
す
る
前

に
、
砦
が
壊
れ
て
は
、
そ
の
土

地
で
の
暮
ら
し
や
営
み
は
諦
め

る
ほ
か
無
い
。
同
時
に
い
つ
ま

で
も
砦
の
守
り
手
た
る
従
事
者

の
献
身
や
自
己
犠
牲
に
頼
り
、

人
件
費
抑
圧
を
続
け
て
は
、
守

り
手
も
去
り
、
遠
ざ
か
る
だ
ろ

う
▼
砦
と
守
り
手
た
ち
を
支
え

る
施
策
と
対
策
の
実
行
は
急
務

だ
。
将
来
の
社
会
や
福
祉
、
生

命
や
健
康
を
自
分
ご
と
と
し
て

考
え
る
必
要
を
強
く
感
じ
た
朝

だ
っ
た
。	

（
マ
ル
ゼ
ン
）

自治労本部公式

はじめました。

れ
て
い
な
い
（
同
年
３
月
末
で

検
証
委
員
会
は
消
滅
）。
市
民

自
ら
が
検
証
・
統
括
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
専
門
家
と
一
緒
に

立
ち
上
げ
た
「
原
発
市
民
検
証

委
員
会
」
は
「
３
つ
の
検
証
」

で
残
さ
れ
て
い
る
課
題
に
つ
い

て
総
括
を
行
っ
て
い
る
。

　「
市
民
検
証
委
員
会
」
が

　
　
　
　
　 

指
摘
す
る
課
題

　
原
発
の
安
全
性
を
議
論
す
る

「
技
術
委
員
会
」
で
残
さ
れ
て

い
る
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る

の
が
東
京
電
力
の
安
全
対
策
・

安
全
文
化
へ
の
不
安
と
地
震
に

よ
る
被
害
の
影
響
だ
。
こ
の
間

の
度
重
な
る
東
京
電
力
に
よ
る

不
祥
事
は
管
理
能
力
に
疑
問
を

残
す
。
ま
た
、
地
震
に
よ
る
地

盤
沈
下
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
液

状
化
が
発
生
す
れ
ば
施
設
の
破

壊
は
免
れ
な
い
。

　
避
難
計
画
の
実
効
性
で
も
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
大

雪
の
日
と
原
発
事
故
が
重
な
っ

た
場
合
の
避
難
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
な
ど
、
検
証
は
不
十

分
だ
。

　
新
潟
県
は
今
年
、
１
月
25
日

か
ら
26
日
に
か
け
て
柏
崎
市
な

ど
で
冬
場
を
想
定
し
た
原
子
力

防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。「
県

内
各
地
で
数
十
㌢
の
積
雪
が
あ

る
中
、
震
度
６
強
を
観
測
し
、

運
転
中
の
原
発
の
冷
却
機
能
が

一
時
失
わ
れ
た
」
な
ど
と
想
定

し
、
各
地
の
訓
練
は
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
し
た
も
の
の
、
当
日
の

雪
は
少
量
で
本
来
の
目
的
を
果

た
せ
た
と
は
言
い
難
い
。
参
加

し
た
住
民
か
ら
は
「
想
定
し
て

い
る
趣
旨
と
違
い
す
ぎ
て
果
た

し
て
訓
練
と
な
っ
た
の
か
」
な

ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
県
民
投
票
の
実
施
求
め
る

　
花
角
知
事
は
県
発
の
再
稼
動

の
最
終
判
断
に
あ
た
り
「
県
民

の
信
を
問
う
」
と
何
度
も
表
明

し
て
い
る
。
県
民
投
票
は
県
知

事
が
判
断
す
る
有
力
な
判
断
材

料
の
一
つ
。
14
万
筆
を
超
え
る

署
名
の
数
の
重
み
を
受
け
止

め
、
県
民
投
票
条
例
制
定
が
議

決
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

に
採
用
を
進
め
る
」
と
の
答
弁

を
引
き
出
し
た
。
結
果
、
新
潟

市
人
勧
で
は
「
人
材
確
保
が
深

刻
な
課
題
で
あ
る
」
と
し
て
地

域
手
当
維
持
、
再
任
用
職
員
の

一
時
金
引
き
上
げ
勧
告
に
つ
な

が
っ
た
。

　
今
後
の
課
題
を
共
有

　
２
回
目
の
意
見
交
換
会
で

は
「
経
験
者
採
用
・
高
齢
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
前
歴
換
算
・
昇

給
停
止
運
用
の
改
善
に
む
け
た

現
在
の
賃
金
カ
ー
ブ
の
課
題
を

共
有
。
ま
た
「
震
災
関
連
業
務

の
長
期
化
」
と
し
て
、
の
べ
２

万
件
を
超
え
る
住
民
の
罹
災
証

明
申
請
に
対
し
て
、
現
在
も
多

く
の
職
員
が
部
門
横
断
で
家
屋

被
害
認
定
調
査
に
従
事
し
て

い
る
実
態
を
報
告
し
た
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
の
調
査
と

な
る
が
「
特
別
な
危
険
が
伴
っ

て
い
な
い
た
め
災
害
応
急
作
業

等
手
当
の
支
給
対
象
に
あ
た
ら

な
い
」
と
の
当
局
発
言
を
引
き

合
い
に
改
善
を
要
請
し
た
。

　
代
弁
者
と 

力
あ
わ
せ

　
意
見
交
換
会
を
年
度
内
で
複

数
開
催
と
し
た
の
は
初
の
試

み
。
新
潟
市
労
連
で
は
、
現
場

の
実
態
や
組
合
員
の
声
を
直
接

伝
え
る
こ
の
取
り
組
み
を
今
後

も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
予

定
だ
。

な
勧
告
を
行
う
」「
早
急
に
正

規
職
員
の
配
置
が
で
き
る
よ
う

潟
市
の
対
応
」
を
質
し
「
賃
下

げ
は
極
め
て
多
忙
な
環
境
の
中

で
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
職
員

の
士
気
へ
悪
影
響
を
与
え
る
」

「
削
減
超
過
と
な
っ
た
人
員
の

回
復
計
画
を
示
し
て
欲
し
い
」

と
質
問
し
、
当
局
の
「
地
域
手

当
を
含
む
諸
手
当
や
俸
給
は
各

要
素
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
新

潟
市
人
事
委
員
会
と
し
て
適
切

一
回
目
を
開
催
。
地
域
手
当
に

つ
い
て
、
今
回
の
人
事
院
勧
告

で
新
潟
市
が
非
支
給
地
と
な
っ

た
経
過
や
手
当
の
趣
旨
を
含
む

公
務
職
場
の
賃
金
構
造
に
つ
い

て
説
明
し
て
き
た
。
意
見
交
換

会
以
降
も
情
報
共
有
を
重
ね
、

昨
年
の
９
月
議
会
で
は
協
力
議

員
の
青
木
ま
な
ぶ
さ
ん
が
「
国

の
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
の
新

　
１
月
22
日
、
新
潟
市
労
連
で

は
今
年
度
２
度
目
と
な
る
「
協

力
議
員
と
の
意
見
交
換
会
」
を

開
催
。
当
日
は
出
席
し
た
７
人

の
協
力
議
員
と
職
場
の
課
題
を

共
有
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
人
事
委
員
会
対
策
を
　
　

　
協
議

　
意
見
交
換
会
は
昨
年
８
月
に

職
場
の
声
を
市
議
会
へ

　新
潟
市
労
連

　協
力
議
員
と
の
意
見
交
換
会

となりのくみあい
何してる？

原
発
再
稼
動
の
是
非 

県
民
が
決
め
る

県
民
投
票
を
求
め
る
署
名

　14
万
筆
を
超
え
る
集
約

「
県
民
投
票
で
決
め
る
会
」

は
14
万
筆
を
超
え
る
署
名
数

を
集
約
し
た
こ
と
を
報
告

（
１
月
７
日
・
新
潟
県
庁
）

全市区町村で署名修了（2月1日）

署名簿の提出（2月10日頃）

各自治体で署名の審査（20日間）
 

署名簿の縦覧（7日間）
 

有効署名数の確定
 

条例提案を知事に直接請求（3月中旬頃）
 　　　　　　　　　（20日以内）
県議会の招集、採決（４月ころ？）

可決　　 　　　否決

県民投票条例の交付

県民投票の今後のスケジュール

議員からの多角的な質問が単組の取り組み補強へつながる
ことも多い（１月22日・新潟市）
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ま
ん
が
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル

た
。

　
応
募
作
品
に
は
、
家
を
建
て

る
、
世
界
一
周
、
１
億
円
の
お

フ
ロ
、
ほ
し
い
も
の
を
買
う
、

貯
金
や
寄
付
な
ど
の
思
い
出
の

イ
ラ
ス
ト
が
あ
り
、
と
て
も
楽

し
く
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
次
回
の
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー

ル
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

県
本
部
ま
ん
が
集
団
コ
メ
ン
ト

　
２
０
２
５
年
の
新
年
号
ま
ん

が
・
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
の

テ
ー
マ
は
「
宝
く
じ
で
１
億
円

当
た
っ
た
ら
何
に
使
う
!?
」
で

し
た
。

　
大
笑
は
『
飛
行
機
や
客
船
で

の
世
界
旅
行
』
と
『
虫
た
ち
に

じ
ゃ
ま
さ
れ
て
１
億
円
が
つ
か

え
な
い
イ
ラ
ス
ト
』、
中
笑
は

『
１
億
円
の
フ
ロ
に
入
っ
て
使

い
み
ち
を
考
え
て
い
る
人
』
と

『
宇
宙
に
す
み
た
い
と
い
う
楽

し
い
絵
』、
小
笑
は
『
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
で
の
世
界
一
周
』
と

『
自
分
の
好
き
な
趣
味
に
つ
か

う
』、が
ん
ば
っ
た
で
賞
は
『
日

帰
り
温
泉
を
充
実
さ
せ
た
い
』

と
『
自
分
の
欲
を
そ
の
ま
ま
絵

に
し
た
力
作
』
が
選
ば
れ
ま
し

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　
答
え
は 

オ
ト
シ
ダ
マ 

で
し
た
。

大
笑

　
大
人
︱

中
学
生
以
上
の
部

山
本
　
紀
子
さ
ん

（
新
発
田
市
職
労
）

大
笑

　
小
人
︱

小
学
生
以
下
の
部

河
内
か
な
た
さ
ん

（
ま
さ
と
　
村
上
市
職
）

講
評
　
菅
井
松
雲
さ
ん
コ
メ
ン
ト

　
今
年
の
書
き
初
め
コ
ン
ク
ー

ル
は
〆
切
日
が
早
か
っ
た
の
か

応
募
数
は
や
や
減
で
あ
っ
た
。

前
も
っ
て
の
告
知
が
必
要
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
巳
年（
ヘ
ビ
）

は
脱
皮
を
繰
り
返
し
な
が
ら
成

長
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
「
新

し
い
事
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
前

〈
受
賞
者
〉

●
小
学
生
低
学
年
の
部

【
特
選
　
す
し
券
１
万
円
】

安
中

　
咲
莉（
利
穂

　
加
茂
市
職
労
）

【
準
特
選
　
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
５
千
円
】

久
保
田
章
仁（
李
樹

　
県
職
労
岩
船
支
部

）

【
金
賞
　
図
書
カ
ー
ド
３
千
円
】　

白
井

　
綾
乃（
千
秋

　
南
魚
沼
市
労
連
）

佐
藤
美
花
子（
州
子

　
長
岡
市
職
労
）

【
入
選
　
図
書
カ
ー
ド
１
千
円
】

角
谷

　
咲
花（
知
明

　
南
魚
沼
市
労
連
）

相
田

　
柊
乃（
祥
平

　
加
茂
市
職
労
）

伊
藤

　
愛
乃（
聡
子

　
加
茂
市
職
労
）

●
小
学
生
高
学
年
の
部

【
特
選
　
す
し
券
１
万
円
】

服
部

　
諒
介（
勲

　
十
日
町
市
労
連
）

【
準
特
選
　
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
５
千
円
】

佐
藤

　
絢
芽（
沙
織

　
魚
沼
市
職
労
）

先
川

　
芽
生（
幸
宏

　
胎
内
市
労
連
）

【
金
賞
　
図
書
カ
ー
ド
３
千
円
】

山
﨑
莉
々
弥（
達
也

　
見
附
市
職
労
）

須
田

　
　
鈴（
大
輔

　
佐
渡
市
職
労
）

【
入
選
　
図
書
カ
ー
ド
１
千
円
】

伊
藤

　
美
侑（
聡
子

　
加
茂
市
職
労
）

伊
藤
み
の
り（
林
太
郎

　
阿
賀
町
職
労
）

髙
橋

　
　
詩（
美
紀

　
十
日
町
市
労
連
）

●
中
学
生
・
高
校
生
の
部

【
特
選
　
す
し
券
１
万
円
】

上
村

　
紫
音（
仁
美

　
十
日
町
市
労
連
）

【
準
特
選
　
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
５
千
円
】

大
野
未
里
愛（
麻
里
子

　
厚
生
連
労
組
）

【
金
賞
　
図
書
カ
ー
ド
３
千
円
】 

諸
橋

　
心
優
（
将
一

　
胎
内
市
労
連
）

【
入
選
　
図
書
カ
ー
ド
１
千
円
】

大
野

　
留
愛（
麻
里
子

　
厚
生
連
労
組
）

諸
橋

　
優
空（
将
一

　
胎
内
市
労
連
）

坂
大

　
日
胡（
聡

　
魚
沼
市
職
労
）

●
一
般
の
部

【
特
選
　
す
し
券
１
万
円
】

吉
田
多
美
恵（
新
潟
市
職
労
中
央
支
部
）

【
準
特
選
　
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
５
千
円
】

島
田

　
智
美

（
松
井
陽
萌

　
県
職
労
南
魚

沼
支
部（
魚
沼
基
幹
病
院
））

【
金
賞
　
岩
の
原
ワ
イ
ン

　
　
　
に
ご
り
造
り
（
ロ
ゼ
・
白
）】

金
子

　
秀
光（
県
職
労
本
庁
支
部
）

【
入
選
　
岩
の
原
ワ
イ
ン

　
　
　
　
　
　（
深
雪
花
・
赤
）】

大
野
麻
里
子
（
厚
生
連
労
組
）

油
谷

　
真
弓
（
長
岡
市
職
労
）

五
十
嵐
真
奈
美（
悠
里

　
糸
魚
川
市
職
労
）

菅
家

　
利
子
（
加
茂
市
職
労
）

大
関

　
穂
香（
県
職
労

　
南
魚
沼
支
部
）

　線のなめらかさ、潤いのある
美しさを感じる作品。名前も本
文同様、素晴らしい。字に大小
の変化を組み合わせ、驚きとと
もに推挙した。

　以前にも受賞経験があると思
うが、とにかく空間処理が上手
く、画数の多少に関わらず「白」
が効く。筆先まで心が行き届き、
線に狂いがない。見事！

　やや小ぶりではあるものの、
字形のとり方は群を抜いてい
る。画数が多い字なので４字の
組み合わせは難しかったかもし
れないが、リズムを持ってよく
収めた。名前もしっかり書いて
ほしい。

　毛筆での書写は小学三年から
習うが、すでに用筆法をしっか
り体得して本文、名前共にバラ
ンスが取れている。線に強弱も
あり、細部も手を抜かず集中し
て書けた。

進
」
す
る
と
い
う
意
味
に
捉
え

ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
作
品
傾
向
と
し
て
は

一
般
の
部
に
力
作
、
秀
作
が
多

い
の
に
は
驚
い
た
。
ま
た
、
高

校
生
の
出
品
が
少
な
い
の
は
残

念
だ
っ
た
。
昨
年
の
大
河
ド
ラ

マ
で
は
毛
筆
揮
毫
（
も
う
ひ
つ

き
ご
う
）
の
シ
ー
ン
が
多
く
あ

り
、一
般
の
方
々
も
少
し
は「
憧

れ
」
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
も

の
と
思
う
の
で
そ
れ
を
実
践
し

て
書
き
初
め
に
も
毎
年
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
自
治
労
新
潟
」
新
年
号
の
各
種
当
選
、
入
選
が
決
定
し
ま
し
た
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
１
３
５
４
通
、
書
き
初
め
１
３
５
点
、
ま
ん
が
イ
ラ
ス
ト
１
３
９
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
当
選
・
入
選
の
賞
品
発
送
は
近
日
中
に
各
所
属
の
組
合
へ
送
付
し
ま
す
。

当
選
・
入
選
決
定
‼

当
選
・
入
選
決
定
‼

自治労新潟
新年号

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〈
特
選
・
小
学
生
低
学
年
の
部
〉

〈
特
選
・
一
般
の
部
〉

〈
特
選
・
小
学
生
高
学
年
の
部
〉

〈
特
選
・
中
学
生
・
高
校
生
の
部
〉

【
大
　
笑
　
小
人
・
大
人

　
　
各
１
本
　
す
し
券
５
千
円
】

河
内
か
な
た（
ま
さ
と

　
村
上
市
職
）

山
本

　
紀
子（
新
発
田
市
職
労
）

【
中
　
笑
　
小
人
・
大
人

　
　
各
１
本
　
す
し
券
４
千
円
】

細
山

　
奏
太（
絵
美

　
柏
崎
市
職
労
）

鳴
瀬

　
正
規（
新
潟
市
職
労
中
央
支
部
）

【
小
　
笑
　
小
人
・
大
人

　
　
各
１
本
　
す
し
券
３
千
円
】

伊
藤

　
美
侑
（
聡
子

　
加
茂
市
職
労
）

井
口

　
芽
衣
（
魚
沼
市
職
労
）

【
が
ん
ば
っ
た
で
笑
　
小
人
・
大
人

　
　
各
１
本
　
す
し
券
２
千
円
】

河
内
す
み
れ
（
篤

　
胎
内
市
労
連
）

江
口

　
友
美
（
三
条
市
労
連
）

【
特
賞
　
労
金
賞
　
旅
行
券
５
万
円
】

和
泉

　
　
寛
（
新
潟
市
職
労
江
南
支
部
）

門
倉

　
高
雄
（
県
職
労
中
頸
城
支
部
中
央
病
院
）

【
特
賞 

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
賞

　
　
　
特
別
な
日
に
選
べ
る
ご
ち
そ
う
】

中
村

　
　
昇
（
県
職
労
刈
羽
支
部
）

坪
井
久
美
子
（
県
職
労
中
頸
城
支
部
中
央
病
院
）

内
藤

　
理
恵
（
県
職
労
中
頸
城
支
部
）

伊
東

　
正
和
（
県
職
労
本
庁
支
部
）

渡
部

　
浩
二
（
県
職
労
長
岡
支
部
）

浅
野

　
沙
貴
（
新
潟
市
職
労
中
央
支
部
）

登
坂

　
友
一
（
新
潟
市
職
労
中
央
支
部
）

廣
川

　
絹
枝
（
新
潟
市
職
労
秋
葉
支
部
）

木
邨

　
慎
一
（
上
越
市
職
労
）

伊
藤
林
太
郎
（
阿
賀
町
職
労
）

【
１
等
　
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
５
千
円
】

錦
澤
登
志
美
（
新
潟
市
職
労
秋
葉
支
部
）

山
﨑

　
知
里
（
見
附
市
職
労
）

重
原
ゆ
か
り
（
加
茂
市
職
労
）

倉
島

　
隆
夫
（
新
発
田
市
職
労
）

【
２
等
　
東
京
凮
月
堂
ゴ
ー
フ
レ
ッ
ト
】

笹
川

　
泰
文
（
県
職
労
長
岡
支
部
）

木
村

　
　
望
（
新
潟
市
職
労
病
院
支
部
）

酒
井

　
妙
子
（
新
潟
市
職
労
病
院
支
部
）

佐
藤

　
　
忍
（
上
越
市
職
労
）

高
橋

　
隆
一
（
長
岡
市
職
労
）

大
矢

　
悠
介
（
柏
崎
市
職
労
）

細
山

　
絵
美
（
柏
崎
市
職
労
）

玉
橋

　
知
美
（
三
条
市
労
連
）

大
泉

　
千
裕
（
三
条
市
労
連
）

渡
辺

　
晃
代
（
三
条
市
労
連
）

新
保

　
直
人
（
五
泉
市
職
労
）

織
田

　
美
幸
（
村
上
市
職
）

佐
藤

　
優
樹
（
村
上
市
職
）

柴
野

　
聖
也
（
小
千
谷
市
職
労
）

小
野

　
広
子
（
聖
籠
町
職
）

【
３
等
　
モ
ロ
ゾ
フ
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
】

南
波
ゆ
き
子
（
県
職
労
南
蒲
原
支
部
）

石
山

　
宏
之
（
県
職
労
中
頸
城
支
部
）

上
石

　
謙
一
（
県
職
労
中
頸
城
支
部
）

井
塚

　
　
翔
（
県
職
労
新
潟
支
部
が
ん
セ
ン
タ
ー
病
院

）

金
内

　
浩
子
（
県
職
労
長
岡
支
部
）

小
玉
多
美
子
（
県
職
労
南
魚
沼
支
部
）

五
十
嵐

　
瞳
（
県
職
労
北
蒲
原
支
部
新
発
田
病
院
）

長
谷
川
登
志
江
（
新
潟
市
職
労
中
央
支
部
）

中
野

　
裕
子
（
新
潟
市
職
労
中
央
支
部
）

石
塚

　
香
里
（
新
潟
市
職
労
北
支
部
）

片
岡

　
克
伸
（
新
潟
市
職
労
西
支
部
）

風
間

　
　
温
（
新
潟
市
職
労
秋
葉
支
部
）

金
子

　
和
美
（
上
越
市
職
労
）

野
﨑

　
　
晋
（
上
越
市
職
労
）

槙
田

　
悠
子
（
長
岡
市
職
労
）

伊
藤

　
恵
子
（
柏
崎
市
職
労
）

齋
藤

　
翔
政
（
三
条
市
労
連
）

佐
藤

　
寛
子
（
糸
魚
川
市
職
労
）

立
島

　
里
緒
（
燕
市
職
労
）

若
月
美
穂
子
（
弥
彦
村
職
）

書
き
初
め

イ
ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル

大
賞
作
品
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